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10
月
15
日
㈭
、
午
後
3
時

か
ら
第
3
回
理
事
会
を
当
組

合
3
階
会
議
室
で
開
催
し
た
。

小
野
寺
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
議
事
に
入
っ
た
。

1 

委
員
会
報
告

・
総
務
委
員
会（
谷
倉
）

11
月
10
日
㈫
に
委
員
会
を

開
催
し
、
来
年
の
全
板
京
都

大
会
の
旅
程
、
総
代
会
等
に

つ
い
て
協
議
す
る
。

・
広
報
委
員
会（
松
浦
）

記
事
が
少
な
く
新
聞
づ
く

り
に
苦
労
し
て
い
る
。
広
報

委
員
の
い
な
い
支
部
の
記
事

投
稿
を
依
頼
。

・
技
術
研
究
委
員
会（
神
谷
）

セ
メ
ダ
イ
ン
に
関
す
る
講

習
会
を
計
画
中
。

・
技
能
委
員
会（
湯
浅
）

7
月
26
日
・
27
日
に
技
能

検
定
の
実
技
試
験
と
採
点
を

実
施
。
合
格
者
の
合
格
証
書

伝
達
式
を
12
月
20
日
㈰
に
開

催
す
る
。

・
経
営
研
究
委
員
会（
野
田
）

11
月
17
日
㈫
に
「
低
圧
電

気
取
扱
業
務
特
別
教
育
」
講

習
会
を
実
施
す
る
。（
受
講

者
32
名
）

新
規
組
合
員
の
確
保
、
全

板
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
等
の
購
入

促
進
に
力
を
入
れ
る
。

・
保
証
委
員
会（
山
内
）

過
去
5
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
責
任
施
工
保
証
制
度

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を

し
て
い
る
。

・
厨
房
空
調
委
員
会（
三
井
）

年
内
に
は
委
員
会
を
開
き

活
動
方
針
を
協
議
す
る
。

・
Ｉ
Ｔ
部
会（
石
原
）

組
合
の
事
業
予
定
等
、

H
P
を
随
時
更
新
し
て
い
る
。

掲
載
希
望
が
あ
れ
ば
組
合
事

務
局
に
連
絡
。

・
青
年
部（
望
月
）

7
月
に
家
族
親
睦
会
、
9

月
に
技
能
競
技
大
会
の
図
面

講
習
会
、
次
世
代
研
究
会
の

参
加
、
10
月
に
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
等
を
行
っ
た
。

2 
創
立
50
周
年
事
業
につ

い
て

以
前
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
（
約
8
割
が
賛
同
）

を
ふ
ま
え
、
平
成
28
年
10
月

7
日
㈮
に
中
日
パ
レ
ス
に
て

開
催
す
る
。
会
費
は
１
万

2
千
円
程
度
。
来
賓
は
全
板

連
・
石
本
理
事
長
、
淺
沼
統

括
専
務
理
事
、
全
板
国
保
・

飯
野
専
務
と
す
る
。

統
括
委
員
長
に
小
野
寺
理

事
長
、
同
副
委
員
長
に
今
井

副
理
事
長
、
後
藤
副
理
事
長

が
あ
た
り
、
常
務
理
事
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
青
年
部
等
が

メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

尚
、
沼
澤
恒
一
郎
氏
（
知

多
支
部
）
を
委
員
長
と
し
た

実
行
委
員
会
を
年
内
に
は
立

ち
上
げ
詳
細
を
決
め
て
い
く
。

3 

賦
課
金
の
値
上
げ
につ

い
て

組
合
員
の
減
少
等
の
影
響

で
組
合
の
財
政
状
況
は
非
常

に
厳
し
い
。
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
平
均
（
４
６
０
０
円
）
か

ら
み
て
も
極
め
て
安
い
。
値

上
幅
等
今
後
検
討
し
、
次
回

理
事
会
に
提
案
。

4 

新
年
懇
親
会
（
知
多
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
）
に
つ
い
て

平
成
28
年
1
月
11
日（
月
・

祝
）
受
付
11
時
、
開
宴
12
時
。

花
乃
丸
に
て
開
催
。

締
切
は
平
成
27
年
12
月
19

日
㈯
。

5 

板
金
手
帳
に
つ
い
て

全
板
連
よ
り
100
％
の
購
入

要
請
が
来
て
い
る
。（
今
回

は
75
％
）
賦
課
金
値
上
げ
し

た
折
に
は
組
合
で
購
入
す
る

事
も
検
討
す
る
。

6 

保
険
関
係
の
加
入
促
進

に
つ
い
て

富
士
火
災
海
上
保
険
の
手

数
料
が
今
年
度
は
70
万
円
程

に
な
る
予
定
。
組
合
財
政
に

と
っ
て
大
き
な
収
入
と
な
っ

て
い
る
為
、
太
陽
生
命
・
ア

フ
ラ
ッ
ク
も
合
わ
せ
て
加
入

促
進
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

7 

今
後
の
予
定

・
第
51
回
総
代
会

平
成
28
年
2
月
17
日
㈬

午
後
1
時　

中
日
パ
レ
ス

・
第
68
回
全
国
板
金
業
者

京
都
大
会

総
会
・
前
夜
祭

平
成
28
年
5
月
18
日
㈬

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

式
典
・
展
示
会

平
成
28
年
5
月
19
日
㈭

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

以
上
で
議
事
を
終
え
、
齋

藤
相
談
役
に
挨
拶
頂
い
た
後
、

今
井
副
理
事
長
の
閉
会
の
言

葉
で
午
後
4
時
40
分
閉
会
と

な
っ
た
。

10
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に

岡
崎
城
南
側
の
乙
川
河
川
敷

に
お
い
て
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア

（
岡
崎
石
製
品
協
同
組
合
連

合
主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。

岡
崎
支
部
は
、
岡
崎
技
術

工
学
院
の
ブ
ー
ス
内
で
銅
板

レ
リ
ー
フ
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

催
し
た
。

初
日
は
雨
が
降
る
予
報
で

あ
っ
た
が
、
見
事
に
予
報
が

は
ず
れ
両
日
共
に
少
し
汗
ば

む
く
ら
い
の
天
気
に
な
っ
た
。

今
年
は
例
年
よ
り
人
出
が

多
く
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
満

席
が
続
い
た
。
組
合
員
た
ち

は
指
導
す
る
の
に
大
忙
し
で

あ
っ
た
。
ま
た
今
年
か
ら
工

学
院
の
訓
練
展
も
併
せ
て
行

わ
れ
、
訓
練
生
が
製
作
し
た

も
の
が
販
売
さ
れ
た
。

宇
野
（
岡
崎
支
部
）

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

第
３
回

第
３
回

理
事
会
を
開
催

理
事
会
を
開
催

岡
崎
支
部

岡
崎
支
部

ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
に
参
加

ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
に
参
加

▲ 理事会風景

▲

銅
板
レ
リ
ー
フ体

験
コ
ー
ナ
ー
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10
月
度
の
動
き

【
県
　
板
】

5
日	

保
証
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

6
日	

三
役
会

	

於　

組
合
会
議
室

6
日	

経
営
研
究
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

8
日	

全
板
連
・
日
板
協　

正
副
理
事
長
／
会
長
会

	

於　

東
京
板
金
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

13
日	

全
国
労
働
保
険
組
合

連
合
会
研
修
会

	

於　
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル

	

出
席
者　

専
務
・
粕
谷

15
日	

常
務
理
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

15
日	

理
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

18
日	

中
板
協
青
年
部10

月
役
員
会

	

於　
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー（
静
岡
）

	

出
席
者　

理
事
長

22
日	

中
央
会第

64
回
愛
知
県
大
会

	

於　

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

28
日	

広
報
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

3
日　

第
4
回
支
部
長
会	

17
名

・
職
人
展
の
反
省

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
会
計
報
告

・
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

昭
和
支
部

8
日　

定
例
会	

5
名

中
川
・
港
支
部

22
日　

定
例
会	

11
名

・
職
人
展
の
報
告
、
他

津
島
支
部

5
日　

定
例
会	
3
名

犬
山
支
部

15
日　

定
例
会	

9
名

小
牧
支
部

25
日　

定
例
会	

6
名

岡
崎
支
部

17
・
18
日　

ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア

	

延
20
名

・
銅
板
レ
リ
ー
フ
作
り
体
験

豊
田
支
部

5
日　

第
6
回
役
員
班
長
会	

15
名

・
県
板
等
各
種
報
告

西
尾
支
部

6
・
7
日　

集
団
健
康
診
断	

33
名

9
日　

青
年
部
定
例
会	

9
名

20
日　

役
員
会

・
県
板
等
報
告

・
連
合
会
総
会
に
つ
い
て

・
支
部
研
修
会
に
つ
い
て

知
多
支
部

27
日　

日
帰
り
研
修
旅
行	

22
名

　
（
㈱
セ
キ
ノ
興
産
工
場
視
察

　

彦
根
）

東
三
支
部

7
日　

豊
橋
ま
つ
り
準
備	

5
名

17
・
18
日　

豊
橋
ま
つ
り
出
店

	

延
19
名

・
銅
板
レ
リ
ー
フ
体
験
、
他

29
日　

役
員
会	

5
名

・
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
他

毎
年
10
月
の
第
4
日
曜
日

は
地
域
の
運
動
会
が
開
催
さ

れ
る
。

小
学
生
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ

の
人
ま
で
参
加
出
来
、
10
町

内
対
抗
の
運
動
会
で
あ
る
。

町
内
に
も
よ
る
が
、
私
の

町
内
は
こ
の
運
動
会
に
は
真

剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎

年
優
勝
を
狙
っ
て
い
る
。
玉

入
れ
・
綱
引
き
・
大
縄
跳
び
・

各
種
リ
レ
ー
競
技
等
、
大
会

が
近
づ
く
と
練
習
を
数
日
行

う
。10

年
以
上
前
の
事
だ
が
、

私
が
町
内
の
体
育
委
員
長

だ
っ
た
時
、
優
勝
出
来
な

か
っ
た
責
任
者
の
私
は
、
皆

の
前
で
断
髪
式
（
丸
坊
主
）

を
さ
せ
ら
れ
た
程
・
・
・
。

世
代
交
代
も
進
み
、
今
で

は
応
援
組
で
は
あ
る
が
イ
イ

齢
？
に
な
っ
て
も
熱
く
な
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
れ
る
大
好

き
な
一
日
で
あ
る
。　
　

М

十
月
二
十
八
日
㈬　

五
二
〇
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

七
名

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

10
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に

「
第
61
回
え
え
じ
ゃ
な
い
か

豊
橋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

た
。東

三
支
部
は
、
豊
橋
公
園

内
で
行
わ
れ
た
「
職
人
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
内
で
、

銅
板
レ
リ
ー
フ
体
験
で
参
加

し
た
。

一
回
300
円
の
レ
リ
ー
フ
体

験
に
も
関
わ
ら
ず
、
開
始
時

10
月
1
日
㈭
地
元
の
建
設

仲
間
で
岐
阜
県
揖
斐
川
町
の

谷
汲
に
鮎
を
食
べ
に
行
っ
て

き
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
行

わ
れ
て
い
る
行
事
で
去
年
は

主
催
の
建
設
会
社
（
大
工
）

の
都
合
で
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
の
で

2
年
ぶ
り
に
な
る
。

こ
の
日
は
あ
い

に
く
の
雨
で
、
午

前
10
時
に
大
工
宅

に
仲
間
14
人
が
集

ま
り
ワ
ゴ
ン
車
2

台
に
乗
り
合
わ
せ

間
前
か
ら
子
供
た
ち
が
訪
れ
、

両
日
と
も
用
意
し
た
100
個
の

額
縁
が
終
了
時
間
前
に
は
無

く
な
っ
て
し
ま
う
程
の
盛
況

ぶ
り
で
、
2
日
間
と
も
昼
食

を
食
べ
る
時
間
が
取
れ
な
い

程
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
は
体
験
コ
ー

ナ
ー
と
は
別
に
実
演
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
平
松
賢
治
君

と
船
井
俊
宏
君
に
塵
取
製
作

出
発
。
長
良
川
沿
い
の
側
道

を
北
上
し
、
途
中
休
憩
を
入

れ
な
が
ら
国
道
175
号
を
通
り
、

1
時
間
半
程
で
谷
汲
山
大
橋

を
渡
っ
た
根
尾
川
沿
い
に
あ

る
鮎
料
理
の
岡
部
や
な
に
到

着
。
2
年
ぶ
り
に

来
た
ら
建
物
が
改

装
さ
れ
て
き
れ
い

に
な
っ
て
い
た
。

天
気
の
せ
い
か
客

は
他
3
組
ほ
ど
で

少
な
か
っ
た
。
ま

ず
飲
み
物
を
頼
み
、

乾
杯
の
後
す
ぐ
に

を
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
ち
ら

も
多
く
の
お
客
さ
ん
の
注
目

を
集
め
て
い
た
。

松
浦
（
東
三
支
部
）

鮎
の
コ
ー
ス
料
理
が
運
ば
れ

て
き
た
。
各
2
匹
で
ま
ず
は

甘
露
煮
、
続
い
て
刺
身
、
て

ん
ぷ
ら
、
塩
焼
き
、
味
噌
焼

き
、
最
後
に
お
茶
漬
け
で
締

め
。1

時
間
ほ
ど
で
食
べ
終
わ

り
、
続
い
て
華
厳
寺
に
向

か
っ
た
。
参
拝
後
に
参
道
の

行
き
つ
け
の
店
で
味
噌
で
ん

が
く
を
食
べ
る
の
が
例
年
の

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

帰
り
は
道
の
駅
や
J
A
の

青
果
店
で
お
土
産
を
買
い
午

後
5
時
に
建
設
会
社
に
到
着

し
解
散
。
毎
年
こ
の
行
事
で

秋
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

猪
飼
（
津
島
支
部
）

鮎鮎

銅
板
レ
リ
ー
フ
体
験

銅
板
レ
リ
ー
フ
体
験

～
豊
橋
ま
つ
り
～

～
豊
橋
ま
つ
り
～

編
集
後
記

全板連ルーフィングを
　　　　使用しましょう

ルーフィングを注文の際は
是非「全板連ルーフィング」
と指定して注文して下さい。

▲

子
持
鮎
で
す
！


